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はじめに 

 このガイドブックは、ひとり親家庭の皆さんを支援する制度や相談窓

口をまとめたものです。 

 日々の生活の中で、お子さんの将来のことやご自身の生活のこと、

金銭的なこと、心配なことや不安に思うことがいろいろ出てきます。 

 そんなときは、ひとりで悩まないでください。このガイドブックに解決の

ヒントがあるかもしれません。 

〇ひとり親家庭 

母親又は父親のいずれかと、その子（児童）からなる家庭です。 

〇寡婦 

配偶者のない女性で、かつて母子家庭の母であった方です。 
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目次 

生活支援 

 5p 
6p 

 7p 
8-9p

10-11p 
12p

13-14p
15-16p 

17p

〇児童扶養手当     
〇通勤定期特別割引
〇ひとり親家庭医療費助成
〇母子父子寡婦福祉資金貸付制度 
〇生活福祉資金貸付制度     
〇生活保護     
〇県営住宅の入居     
〇生活困窮者自立支援制度     
〇母子生活支援施設     

子育て支援 

  18p 〇ひとり親家庭等日常生活支援事業 

〇子育て短期支援事業      19p 
〇ファミリー・サポート・センター事業 20-21p

就労支援 

 22p 

 23p 

〇高等職業訓練促進給付金等事業 
〇自立支援教育訓練給付金事業 
〇高等学校卒業程度 

認定試験合格支援事業  24p 

25p  

25p 
25-26p

〇職業訓練     
〇訓練・生活支援給付金 
〇訓練・生活支援資金融資     
〇母子・父子自立支援プログラム策定事業 

＊母子・父子自立支援員とは？   27p 

養育相談・法律相談等各種相談 

〇特別相談事業（法律相談）     28p 

〇DV 相談                                               29-30p

〇ひとり親家庭等就業・自立支援センター   31p 
＊知っておくと便利！「公正証書」       32p 

〇関係機関一覧 33-36p 
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ひとりで子育ても仕事も頑張る 

お母さん、お父さんへ
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下記の支給要件に該当する 18 歳に達する日以降の最初の 3 月 31 日までにある児童（一

定以上の障がいのある場合は 20 歳未満）を監護している母又は監護しかつ生計を同じくする

父、もしくは父母に代わってその児童を養育している方に支給します。 

支給要件 

○ 父母が婚姻を解消した児童

○ 父又は母が一定程度の障害の状態にある児童

○ 父又は母の生死が明らかでない児童

○ 父又は母に引き続き１年以上遺棄されている児童

○ 父又は母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

○ 父又は母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童

○ 父又は母が死亡した児童・・・など

手当額（令和７年度） ※所得制限があります。 

○ 児童１人の場合（月額）

４６，６９０円（全部支給）、４６，６８０円～１１，０１０円（一部支給）

○ 児童２人以上の加算額（月額）

２人目 １１，０３０円（全部支給）、１１，０２０円～５，５２０円（一部支給）

３人目以降 ２人目加算額と同じ

※年金を受給している場合は、支給額を調整します。

支給時期（年 6回） 
手当は、認定の請求のあった月の翌月分から支給され、原則として、毎年奇数月にそれぞれ前

月分までが銀行の指定口座に振り込まれます。 

（令和７年度は 5月、7月、9月、11月、1月、3月に支給） 

お問い合わせ 

お住まいの市町村の児童扶養手当窓口 

児童扶養手当 
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児童扶養手当を受給している世帯の負担軽減を図るため、JR 通勤定期乗車券を購入する場

合に特別割引（3 割程度）が受けられる制度です。 

対象者 

児童扶養手当受給者又はその方と同一世帯員の方で、通勤のために定期券を必要とする方が

対象となります。ただし、特定者資格証明書を交付された方に限ります。 

手続き 

①お住まいの市町村の児童福祉担当課で、「特定者資格証明書（写真付）」と「特定者用定期

乗車券購入証明書」の交付を受けてください。

なお、交付を受ける際は、次の書類等をご持参ください。

・ 児童扶養手当証書

・ 印鑑

・ 定期券を購入する方の証明写真

（6か月以内に撮影の正面上半身、縦 4㎝×横 3㎝のもの）

② 駅の窓口で次の書類を提出し、定期券をお求めください。

・特定者資格証明書

・特定者用定期乗車券購入証明書

・定期乗車券購入申込書（駅の窓口に置いてあります。）

お問い合わせ・申請窓口 

お住まいの市町村の児童扶養手当窓口 

通勤定期特別割引 
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下記①又は②に該当する方が、医療機関等で医療費の一部負担金を支払った場合、その額

に応じて助成を受けることができます。 

① 18歳に達する以後の最初の 3月 31日までの間にある、父又は母のない児童及びその児

童を扶養する配偶者のない方

「配偶者のない方」の例 
〇配偶者と離婚又は死別し、現に婚姻をしていない方

〇配偶者の生死が明らかでない方

〇配偶者から遺棄されている方

〇配偶者が海外にあるため、その扶養を受けることができない方

〇配偶者が精神又は身体の障害により長期にわたって労働能力を失っている方

〇配偶者が法令により長期にわたって拘禁されているため、その扶養を受けること

ができない方

〇婚姻によらないで父又は母となり、現に婚姻をしていない方

② 18歳に達する以後の最初の 3月 31日までの間にある、父母のない児童

※なお、児童扶養手当（一部支給）に準じた所得制限があり、医療費助成受給者及び扶養

義務者等の所得が制限額以上の場合は、助成を受けることができません。

支給額 

各医療機関で月ごとに出される診療報酬明細書による一部負担金のうち、入院費用 5,000

円、入院外費用 1,500円を超える額が支給されます。 

ただし、児童が 3歳に達する日の属する月の末日までの間にある場合、又は医療費助成受給

者及び扶養義務者等が市町村民税非課税の場合は、一部負担金を含めた全額が支給されま

す。 

給付方法 

18歳となる年度の 3月 31日まで…現物給付方式 

19歳となる年度の 4月 1日から…償還払い方式 

お問い合わせ・申請窓口 

お住まいの市町村の医療費助成窓口 

（市町村によって所得制限額、支給額等が異なります） 

ひとり親家庭医療費助成 
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ひとり親家庭及び寡婦の生活の安定、子どもの福祉の増進を図るために無利子（又は低利

子）で各種資金の貸付を行っています。 

貸付を受けられる方 

〇母子家庭の母 

〇父子家庭の父 

〇20 歳未満の父母のいない児童 

〇寡婦（かつて母子家庭の母であった方で現在子どもが 20 歳以上になっている方） 

〇40 歳以上の配偶者のいない女性 

〇母子・父子福祉団体 等 

所得による貸付の制限 

〇40 歳以上の配偶者のいない女性及び現に扶養する子等のない寡婦の場合は、前年の所得

が 203 万円 6 千円を超えるときは、原則として貸付は受けられません。 

貸付内容 

次ページのとおり 

お問い合わせ・申請窓口 

お住まいの市町村の福祉資金貸付窓口 

母子父子寡婦福祉資金 
貸付制度 
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母子父子寡婦福祉資金の概要（令和７年 4月 1日現在） 

※貸付限度額は変わる場合があります。

貸付限度額 利率

事業開始資金

母子家庭の母
父子家庭の父
母子・父子福祉団体
寡婦

事業を開始するのに必要な設
備、什器、機械などの購入資
金

３，５８０，０００円

団体
５，３７０，０００円

無利子(又は年1.0%）

事業継続資金

母子家庭の母
父子家庭の父
母子・父子福祉団体
寡婦

現在経営を営んでいる事業
（母子福祉団体については政
令で定める事業）を継続する
ために必要な商品、材料など
を購入する運転資金

１，７９０，０００円

団体
１，７９０，０００円

無利子(又は年1.0%）

修学資金
（父母のない）児童
寡婦が扶養する子

高等学校、大学、高等専門学
校または専修学校に就学させ
るための授業料、書籍代、交
通費などの必要な資金

学校の種別ごとに異なり
ます。
詳しくはお問合せくださ
い。

無利子

技能習得資金
母子家庭の母
父子家庭の父
寡婦

自ら事業を開始し又は会社な
どに就職するために必要な知
識技能を習得するために必要
な資金

月額６８，０００円
（特別 一括８１６，０
００円）

運転免許４６０,０００円

無利子(又は年1.0%）

修業資金
（父母のない）児童
寡婦が扶養する子

事業を開始又は就職するため
に必要な知識技能を習得する
ために必要な資金

月額６８，０００円
（特別４６０，０００
円）

無利子

就職支度資金

母子家庭の母
父子家庭の父
（父母のない）児童
寡婦

就職するために直接必要な被
服、履物など及び通勤用自動
車などを購入する資金

１１０，０００円
（特別３４０，０００
円）

無利子

医療介護資金

母子家庭の母
父子家庭の父
児童（介護の場合は
児童を除く）
寡婦

医療又は介護を受けるために
必要な資金（当該医療又は介
護を受ける期間が1年以内の場
合に限る）

＜医療＞
３４０，０００円
（特別４８０，０００
円）

＜介護＞
５００，０００円

無利子(又は年1.0%）

生活資金
母子家庭の母
父子家庭の父
寡婦

(1)知識技能を修得する期間中
の生活を維持するために必要
な資金
(2)医療・介護を受けている期
間中の生活を維持するために
必要な資金
(3)母子家庭・父子家庭になっ
て間もない（7年未満）者が生
活を安定・継続するために必
要な資金
(4)失業中の生活を安定・継続
するのに必要な資金
(5)家計急変による収入の激変
緩和のために必要な資金

(1)月額
１４１，０００円

(2)～(4)
月額１１４，０００円

(5)児童扶養手当に準拠
した額（全額支給の額）
の範囲内

無利子又は年1.0%(医
療又は介護を受けて
いる場合及び技能習
得期間中の貸付につ
いては無利子)

住宅資金
母子家庭の母
父子家庭の父
寡婦

住宅を補修、保全、改築又は
増築するのに必要な資金

１，５００，０００円
（特別２，０００，００
０円）

無利子(又は年1.0%）

転宅資金
母子家庭の母
父子家庭の父
寡婦

住宅を移転するための住宅の
貸借に際し必要な資金

２６０，０００円 無利子(又は年1.0%）

就学支度資金
（父母のない）児童
寡婦が扶養する子

就学、修業するために必要な
被服などの購入に必要な資金

学校の種別ごとに異なり
ます。
詳しくはお問合せくださ
い。

無利子

結婚資金
母子家庭の母
父子家庭の父
寡婦

子の婚姻に必要な資金 ３３０，０００円 無利子(又は年1.0%）

貸付対象など
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低所得世帯、障がい者世帯及び高齢者世帯に対し、各種資金の貸付と必要な相談支援を

行います。 

事業実施主体 

岩手県社会福祉協議会 

（受付窓口：各市町村社会福祉協議会） 

貸付対象 

① 低所得世帯

資金の貸付にあわせて必要な支援を受けることにより独立自活できると認められる世帯であ

って、必要な資金を他から借り受けることが困難な世帯（市町村民税非課税程度）

② 障がい者世帯

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者（現に障害

者総合支援法によるサービスを利用している等これと同程度と認められる者を含む。）の属

する世帯

③ 高齢者世帯

65歳以上の高齢者の属する世帯

貸付内容 

次ページのとおり 

お問い合わせ・申請窓口 

お住まいの市町村社会福祉協議会 

生活福祉資金貸付制度 
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※母子世帯や父子世帯、寡婦世帯の方は、母子父子寡婦福祉資金貸付制度が優先制度となります。

貸付対象 概要 貸付額 利率

生活支援費 低所得世帯
生活再建までの間（原則３か月

以内）に必要な生活費の貸付

単身世帯

月額１５万円以内

二人以上の世帯

月額２０万円以内

住宅入居費 低所得世帯

敷金、礼金等住宅の賃貸契約

を結ぶために必要な費用の貸

付

４０万円以内

一時生活

再建費
低所得世帯

生活再建のために一時的に必

要かつ日常生活費で賄うことが

困難である費用の貸付

６０万円以内

福祉費

低所得世帯

障がい者世帯

高齢者世帯

日常生活又は自立生活を送る

ために一時的に必要な費用の

貸付

５８０万円以内
（使途に応じて決定）

保証人有

　：無利子

保証人無

　：年1.5％

緊急小口

資金

低所得世帯

障がい者世帯

高齢者世帯

一時的に生計の維持が困難と

なった場合の生活費の貸付
１０万円以内

無利子

（保証人不要）

教育支援費 低所得世帯

高等学校、大学、高等専門学

校等に就学するために必要な

費用の貸付

高等学校等

月額３万５千円以内

高等専門学校等

月額６万円以内

大学

月額６万５千円以内

※特に必要と認める場合

は、上記各上限額の1.5倍

まで貸付可能。

無利子

（連帯借受人が

いない場合は保

証人必要）

就学支度費 低所得世帯

高等学校、大学、高等専門学

校等に入学するために必要な

費用の貸付

５０万円以内

無利子

（連帯借受人が

いない場合は保

証人必要）

不動産

担保型

生活資金

(市町村民税非

課税程度の)

高齢者世帯

低所得の高齢者世帯に対し、

一定の居住用不動産を担保と

して生活費を貸付

不動産評価額の７割を標

準として、県社協が定めた

額（１月当たりの上限は３０

万円）

要保護

世帯向け

不動産

担保型

生活資金

(要保護の)

高齢者世帯

要保護世帯に対し、一定の居

住用不動産を担保として生活

費を貸付

不動産評価額の７割（集

合住宅の場合は５割）を標

準として、県社協が定めた

額

不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

年３％又は、当

該年度におけ

る４月１日時点

の銀行の長期

プライムレート

のいずれか低

い方。保証人

については、要

保護世帯向け

のみ不要。

資金の種類

総
合
支
援
資
金

保証人有

　：無利子

保証人無

　：年1.5％

福
祉
資
金

教
育
支
援
資
金
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生活しているうちに病気やケガなどにより働けなくなったり、働き手が死亡したりして、生活に困る

ことがあります。 

生活保護は生活に困っている人に対して、国民の生存権の保障を規定した憲法第 25条の理念

に基づき、最低限度の生活を保障します。 

保護の決め方 

保護は原則として、世帯（くらしをともにしている家族）を単位として、その世帯の最低生活費の額

と世帯員全員の収入額を比較し、不足する場合にその不足する額が保護費として支給されま

す。 

【最低生活費】その世帯の人数、年齢、住んでいる地域等を基に国で定めた基準により計算され

た 1 カ月分の生活費 

保護の要件 

保護を受けるためには、世帯の資産や稼働能力、他制度の活用等が優先されます。 

詳しくは申請窓口へお問い合わせください。 

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

〇町村在住者▶お住まいの町村役場福祉窓口 又は最寄りの広域振興局保健福祉環境部・

保健福祉環境センター（宮古・二戸に限る） 

生活保護 
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一定の収入基準を満たしている場合、県営住宅に入居することができます。 

優先入居 

20歳未満の子を扶養している配偶者のない方、DV被害者の方は、県営住宅入居の公募の際、優先入居枠

として設定した住居がある場合には、優先的に抽選を受けることができます。 

収入基準からの控除 

県営住宅に入居する際には、一定の収入基準を満たす必要があります。 

次の要件を満たす方については、入居を申し込んだ方の所得から、控除して収入基準を計算します。 

控除要件 

（1） ひとり親控除（その人の所得から 35万円を限度に控除）…婚姻をしていない又は配偶者の生死が明

らかでない人のうち、次のすべてに該当する方。

① その人と事実上婚姻関係と同様の事情にあると認められる一定の人がいない人

② 生計を一にする子がいる人（この場合の子は、その年分の総所得金額等が 48万円以下で、他の人

の同一生計配偶者や扶養親族になっていない人に限る）

③ 合計所得金額が 500万円以下の人

（2） 寡婦控除（その人の所得から 27万円を限度に控除）…ひとり親控除に該当しない人で、次のいずれ

かに該当する方。（事実上婚姻関係と同様の事情にあると認められる人がいる場合は対象外）

① 夫と離婚したのち婚姻をしておらず、扶養親族がいる人で、合計所得金額が 500万円以下の人

② 夫と死別したのち婚姻をしていない人又は夫の生死が明らかでない人で、合計所得金額が 500万

円以下の人

お問い合わせ・申請相談窓口 

一般財団法人 岩手県建築住宅センター（指定管理者） 

盛岡市盛岡駅西通 1-7-1 

岩手県民情報交流センター（アイーナ）2F 

019-623-4414

県営住宅の入居 
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収入の判定は、申込者及び同居親族（婚約者等

の同居予定者を含みます。）の中で収入のある方

全員の総所得金額（a）を対象とします。 

収入基準による申込資格の有無は、この総所得

金額から各種控除金額（b）を差し引き、これを 12

か月で割った収入月額で判定します。なお、この

収入月額により家賃が決まります。 

○38万円×同居親族

（ 本人を除く）

－ ÷12＝○ 38万円×別居扶養親族数

○ その他各種控除

○市町村長発行する前年の

所得を証明する書類の所得

金額

○収入のある方が２人以上

いる場合は各々の所得金額

を合計した額

■給与所得者の算定方法

（注） 収入金額が１,６２８,０００円以上６,６００,０００円未満の場合、

４千円で割り、小数点以下を切り捨てた額に４千円を掛けて得た金額に基づき給与所得の金額を算定してくださ

い。

（ a）総所得金額 （ b）各種控除金額

１５８,００１円以上

２１４,０００円以下

１５８,０００円以下

２１４,００１円以上

収入月額

収　 入　 金　 額

入居判定

　入居可

高齢者世帯又は世帯員の中に高校生程度の

子ども・ 障がい者・ 戦傷病者・ 原爆被爆者及び

海外からの引揚者がいる世帯は入居可

入居不可

給与所得の金額

１,６１９,０００円～１,６１９,９９９円

１,６１９,０００円未満

１,６２０,０００円～１,６２１,９９９円

１,６２２,０００円～１,６２３,９９９円

１,６２４,０００円～１,６２７,９９９円

収入金額－５５０,０００円

１，０６９,０００円

１，０７０,０００円

１，０７２,０００円

１，０７４,０００円

収入金額×６０％+１００，０００円

収入金額×７０％－８０,０００円

収入金額×８０％－４４０,０００円

収入金額×９０％－１,１００,０００円

１,８００,０００円～３,５９９,９９９円

３,６００,０００円～６,５９９,９９９円

６,６００,０００円～９,９９９,９９９円

１,６２８,０００円～１,７９９,９９９円

収

入

月

額

収入基準 
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生活保護を受給していないものの、現に経済的に困窮している方に対し、相談窓口において一人ひとり

の状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が相談者に寄り添いながら、他の専門機関と連

携して、解決に向けた支援を行います。 

支援内容 

〇自立相談支援事業 

生活に困窮している方ができるだけ早く自立できるように、専門の支援員が相談を受け、その方が抱える

様々な課題に対応した支援へとつなげていきます。 

〇住居確保給付金 

離職等により生活に困って住居を失った方や、住居を失うおそれのある方に、安定した就職活動ができ

るように、一定期間で家賃相当額を支給します。 

※支給額には上限があります。また、資産・収入に関する一定の要件があります。

〇その他の事業 ※自治体によって実施される事業は異なります。 

・就労準備支援事業

▶就労に向けた段階的な支援を行います。

・家計改善支援事業

▶家計の再建を支援します。

・子どもの学習・生活支援事業

▶子どもが学ぶ機会の提供等を行います。

・一時生活支援事業

▶住居を持たない方に、一定期間、宿泊場所や衣食を提供します。

≪相談から支援までの流れ≫（相談無料・秘密厳守） 
① まずは地域の相談窓口へ

あなたの生活の困りごとや不安を支援員にお話しください。

② 生活の状況を見つめる

あなたの生活の状況と課題を分析し自立に向けて支援を行います。

③ あなただけの支援プランを

支援員はあなたの自立に向けた目標や支援内容を一緒に考え、支援プランをつくります。

④ 支援決定・サービス提供

完成した支援プランは支援調整会議により正式に決定され、そのプランに基づいて各種サービスが提

供されます。

⑤ 定期的なモニタリング

あなたの状態や支援の提供状況を支援員が定期的に確認し、プランどおりにいかない場合はプランを

再検討します。

⑥ 真に安定した生活へ

安定した生活を維持できているか、一定期間、支援員によるフォローアップがなされます。

生活困窮者自立支援制度 
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お問い合わせ・申請窓口 

お住まいの地域の相談窓口（下記） 

❁❁❁◆◇◆◇◆地域の相談窓口◆◇◆◇◆

お住まいの地域 窓口名 電話番号

盛岡市 盛岡市くらしの相談支援室 019-626-1215

宮古市 くらしネットみやこ相談室 0193-65-7046

大船渡市 ここからセンター 0192-27-0001

花巻市 生活支援相談窓口 0198-22-6708

北上市
暮らしの自立支援センター
きたかみ

0197-72-6074

久慈市 生活あんしん相談室 0194-61-3741

遠野市 遠野市自立生活相談窓口 0198-68-3194

一関市 くらしサポートセンターいちのせき 0191-23-6020

陸前高田市 くらし応援窓口 0192-54-5151

釜石市 くらし・しごと相談所 0193-27-8188

二戸市 くらしの相談窓口 0195-43-3588

八幡平市 はちまんたい暮らしの支援室 0195-74-4400

奥州市 くらし・安心応援室 0197-47-4546

滝沢市 滝沢市社会福祉協議会 019-684-1110

雫石町、葛巻町、岩手町、
紫波町、矢巾町

いわて県央生活支援相談室 019-637-4473

西和賀町
あんしんサポートセンター
西和賀

0197-84-2161

金ケ崎町 くらし・安心応援室 0197-47-4546

平泉町 くらしサポートセンターいちのせき 0191-23-6020

住田町 ここからセンター 0192-46-2300

大槌町 くらし・しごと相談所 0193-42-4355

山田町、岩泉町、田野畑村 宮古圏域くらしサポートセンター 0193-65-8815

普代村、野田村、洋野町 生活あんしん相談室 0194-61-3741

軽米町、九戸村、一戸町 あすいろ 0195-43-3525
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配偶者と死別又は離別した女性又はこれに準ずる事情にある女性であって、経済的な理由や住居がな

い等の事情のため児童の監護が十分果たし得ない方を入居させ保護するとともに、これらの方の自立の

促進のためにその生活を支援することを目的とする施設です。 

援護内容 

居室の提供、母子指導員等による生活指導を行っています。 

費用 

入居者の課税状況に基づき、負担額が決められます。 

相談・手続き 

入所についての相談は、市福祉事務所、町村役場及び広域振興局保健福祉環境部・保健福

祉環境センターで受け付けます。 

入所の決定は、市福祉事務所、広域振興局で行います。 

所在地 

〇盛岡市立かつら荘（定員 30人） 

〒020-0127 盛岡市前九年 3-7-1 

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

〇町村在住者▶お住まいの町村役場福祉窓口 又は最寄りの広域振興局保健福祉環境部・

保健福祉環境センター 

母子生活支援施設 
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母子家庭、父子家庭及び寡婦の方が、一時的な事情により生活環境が激変し、日常生活に支障が

あるときに、家庭生活支援員を派遣し、生活援助、保育サービスを提供しています。 

対象 

次のいずれかに該当し、日常生活を営むのに支障がある世帯 

① 母子家庭の母子 ②父子家庭の父子 ③寡婦

こんなときに利用できます 

① 教育訓練等の受講のため、通学する必要があるとき。

② 就職活動のために子どもを預けなければならないとき。

③ 学校等の行事に参加するとき。

④ 仕事で出張しなければならないとき。

⑤ 病気、出産、事故、災害、冠婚葬祭等で援助が必要なとき。

支援の内容 

乳幼児の保育、食事の世話、住居の掃除、身の回りの世話、買い物、医療機関等との連絡など 

費用 ※所得に応じて利用料の負担があります。

相談・利用手続き 
① お住まいの市町村窓口で登録申込を行う。

② 利用したい日時を岩手県母子寡婦福祉連合会に連絡し、申し込む。

③ 岩手県母子寡婦福祉連合会が調整を行い、家庭生活支援員を派遣する。

④ 費用負担が発生する場合は、後日送付する費用負担額の納付書により利用料を支払う。

お問い合わせ・申請窓口 

≪登録申込≫お住まいの市町村窓口 

≪利用申込≫（一社）岩手県母子寡婦福祉連合会 

019-623-8539

生活援助 子育て支援

なし ０円 ０円

１割 １５０円 ７０円

２割 ３００円 １５０円

児童扶養手当支給水準の世帯

前記以外の世帯

利用世帯の区分 負担割合
利用者の負担額（１時間あたり）

生活保護世帯、市町村民税非課税世帯

ひとり親家庭等日常生活支援事業 
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保護者の疾病、出産、育児疲れ及び恒常的な残業等により、家庭での養育が一時的に困難にな っ

た児童を児童養護施設等の児童福祉施設で一定の期間、養育、保護します。 

事業内容 

〇ショートステイ事業 

保護者の疾病、冠婚葬祭、事故、出張、看護及び学校等の公的行事への参加等に対応し一

時的に養育・保護を行う。 

〇トワイライトステイ事業 

保護者が仕事、その他の理由により、平日の夜間又は休日に不在となる家庭において、児童を

養育することが困難となった場合、その他緊急の場合において、その児童を実施施設におい

て保護し、生活指導、食事の提供等を行う。 

利用対象者 

児童の養育が一時的又は恒常的な残業等により困難になった家庭であって、他に養育する者

がいない場合及び緊急的に保護を必要とする児童又は母子等で市町村長が認めた者 

実施施設 

児童養護施設、乳児院等で本事業が可能な児童福祉施設等 

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

〇町村在住者▶お住まいの町村役場福祉窓口 又は最寄りの広域振興局保健福祉環境部・

保健福祉環境センター 

子育て短期支援事業 
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地域において育児等の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、育児等について助け合

う会員組織です。 

相互援助活動の内容 

・急な残業の場合に子どもを預かる。

・保育施設までの送迎を行う。

・保育施設の開始前や終了後又は学校の放課後、子どもを預かる。

・保護者の病気や急用等の場合に子どもを預かる。

・冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際、子どもを預かる。

・買い物等外出の際、子どもを預かる。…など

会員になるには 

援助を受けたい方「依頼会員」、育児等の援助を行いたい方「提供会員」は直接、ファミリー・サ

ポート・センターにお申込みください。特別な資格は特に必要ありませんが、「提供会員」は事前に

育児に関する講習を受ける必要があります。 

また、「依頼会員」と「提供会員」の「両方会員」になることも可能です。 

費用 

「依頼会員」から「提供会員」へ、活動時間に応じて活動報酬を支払うことになっています。 

活動報酬は、活動時間帯、活動内容によって異なりますので、詳細は各ファミリー・サポート・セ

ンターにお問い合わせください。

お問い合わせ・申請窓口 

直接、ファミリー・サポート・センターにお問い合わせください。 

（連絡先は次ページ） 

ファミリー・サポート・センター事業 
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県内では次のとおり、 ファ

ミリー・サポート・センターが

設置されています。 

盛岡市ファミリー・サポート・センター
盛岡市若園町2-2
盛岡市総合福祉センター内

☏019-625-5810

滝沢市ファミリー・サポート・センター
滝沢市中鵜飼47-1
滝沢市市民福祉センター内

☏019-684-6158

はなまきファミリー・サポート・センター
花巻市花城町1-47
生涯学園都市会館内

☏0198-24-5055

遠野市わらすっこファミリー・サポート・センター
遠野市東舘町8-12
遠野市子育て総合支援センター
元気わらすっこセンター

☏0198-62-0189

北上市ファミリー・サポート・センター 北上市新穀町1-4-2　2階 ☏0197-64-3312

奥州市ファミリー・サポート・センター
奥州市水沢南町5-12
奥州市総合福祉センター内

☏0197-25-6309

一関市ファミリー・サポート・センター
一関市城内1-36
一関市総合福祉センター内

☏0191-23-6020

大船渡市ファミリー・サポート・センター
大船渡市立根町字下欠125-12
大船渡市Y・Sセンター

☏0192-27-0001

釜石市ファミリー・サポート・センター
釜石市野田町2-15-30
ドルチェ21　103号室
母と子の虹の架け橋事務所内

☏080-5870-4443

宮古市ファミリー・サポート・センター
宮古市西町1-2-13
ふれあいステーション・あい内

☏0193-64-4117

二戸市ファミリー・サポート・センター
二戸市石切所字荒瀬18
二戸市子育て支援センター内

☏0195-23-0818

金ケ崎町ファミリー・サポート・センター
金ケ崎町西根南羽沢43
金ケ崎町社会福祉協議会内

☏0197-44-6060

紫波町ファミリー・サポート・センター 紫波町日詰西1-2-14（1階） ☏019-656-1481

矢巾町ファミリー・サポート・センター
矢巾町大字南矢幅14-78
矢巾町保健福祉交流センター内

☏019-611-2777
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ひとり親家庭の母又は父が、経済的自立に効果的な資格を取得するため、養成機関等で修学

する場合に、高等職業訓練促進給付金等を支給します。 

対象資格…看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士、理容師、美容師 等 

対象者…養成機関において、修業が開始した日以後において、次の要件を全て満たす母子家庭の母又

は父子家庭の父。 

① 児童扶養手当の支給を受けていること又はこれと同等の所得水準にあること。

※なお、その者の所得が児童扶養手当の支給を受けている者と同等の所得水準を超えた場合であって

も、その後 1年間に限り、引き続き対象者とする。

② 養成機関において、６月以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる方。

③ 就業又は育児と修業の両立が困難であると認められること。

④ 原則として、過去に「高等職業訓練促進給付」の支給を受けたことがないこと。

⑤ 県内に住所を有すること。

支給額… 
高等職業訓練促進給付金 

 〇非課税世帯／月額 100,000円 〇課税世帯／月額 70,500円 

高等職業訓練修了支援給付金 

〇非課税世帯／50,000円 〇課税世帯／25,000円 

支給期間…修業期間（上限 48月） 

支給方法… 
原則として申請のあった日の属する月以降、月単位に支給。 

（支給すべき事由が消滅した場合には、その日の属する月まで） 

お問い合わせ・申請窓口… 
〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

  （ただし、市によっては事業を実施していない場合があります） 

〇町村在住者▶お住まいの町村を管轄する広域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境セン

ター

高等職業訓練促進給付金の支給を受ける方を対象とする入学準備金、就職準備金の貸付制

度があります。詳しくは、お住まいの市町村、広域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境センタ

ーにお問い合わせください。 

高等職業訓練促進給付金等事業 
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母子家庭の母又は父子家庭の父が、雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座を

受講する場合、その受講料の一部を助成します。 

対象者 

〇母子家庭の母又は父子家庭の父であって、次の給付要件の全てを満たす方。 

① 母子・父子自立支援プログラムの策定等の支援を受けている者であること。

② 給付を受けようとする者の就業経験、技能、資格の取得状況や労働市場の状況などから判

断して、当該教育訓練を受けることが適職に就くために必要だと認められるものであること。

※母子・父子自立支援プログラムについては２７ページを参照のこと。

対象講座 

① 雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座

② 国が別に定める就業に結び付く可能性が高い講座

支給額 

対象者が、対象講座の受講のために本人が支払った費用の８５％に相当する額 

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

〇町村在住者▶お住まいの町村を管轄する広域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境セン

ター

自立支援教育訓練給付金事業 
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高等学校を卒業していない（中退を含む）ひとり親家庭の親や子が、高等学校卒業程度認定

試験の合格を目指す場合に、講座の受講費用等の一部を助成します。 

対象者 

〇母子家庭の母又は父子家庭の父で次の要件を全て満たす方 

① 20歳未満の児童を養育している方

② 母子・父子自立支援プログラムの策定等の支援を受けている者であること。

③ 高卒認定試験に合格することが適職に就くために必要であると認められること。

④ 高卒認定試験合格のための講座をこれから受講開始すること（事前申請が必要）。

⑤ 過去にこの高等学校卒業程度認定試験合格支援事業の給付を受けていないこと。

※母子・父子自立支援プログラムについては２７ページを参照のこと。

対象講座 

高卒認定試験の合格を目指す講座（通信制講座を含む） 

※高卒認定試験の試験科目の免除を受けるため高等学校に在籍して単位を修得する講座を

受け、高等学校等就学支援金制度の支給対象となる場合は対象となりません。

支給額 

申請者が支払った受講費用の６割（上限３０万円※）を支給。 

※受講開始時、受講修了時、合格時併せての上限。

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

  （ただし、市によっては事業を実施していない場合があります） 

〇町村在住者▶お住まいの町村を管轄する広域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境セン

ター

高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 
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職業訓練 

〇公共職業訓練 

再就職に必要な技能や知識の習得レベルアップを図っていただくため、早期に再就職ができる

よう（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構岩手支部岩手職業能力開発促進センターや県

が、それぞれの施設や民間教育訓練機関などに委託して行うものです。原則としてハローワー

クへ求職申込みをしており、かつハローワークの所長が訓練の受講が必要と認めた方が受講

対象者となります。

（1） 離職者等再就職訓練

（2） 日本版デュアルシステム訓練

（3） 母子家庭の母等の職業訓練

〇求職者支援訓練 

雇用保険を受給できない離職者（受給を終了した方を含む）に対して、専修・各種学校、教育

訓練企業、NPO法人、社会福祉法人、事業主などの訓練実施機関が、（独）高齢・障害・求

職者雇用支援機構岩手支部により訓練実施計画の認定を受けて行う職業訓練であり、次の

ような内容のものがあります。 

① 基礎訓練（基礎コース）

就職に必要な基礎的な技能及びこれに関する知識を付与するための職業訓練（ITスキ

ル、簿記会計実務等に関する基礎的訓練）

② 実践訓練（実践コース）

基礎的技能等並びに実践的な技能及びこれに関する知識を付与するための職業訓練

（介護、医療事務、情報系、建設関係の実践的訓練）

③ 震災対策特別訓練コース

震災復興のための車両系建設機械の操作の修了資格の取得に係る職業訓練

ハローワークに求職申込みを行い、ハローワークの所長から支援指示を受けた方が受講対象

者となります。

職業訓練受講給付金 

雇用保険を受給できない方が、ハローワークの支援指示を受けて求職者支援訓練や公共職業

訓練を受講し、一定の支給要件を満たす場合、職業訓練を受けることを容易にするため、支給

されます。 

●支給額（月額）…職業訓練受講手当 10万円

「職業訓練」「訓練・生活支援給付金」 

「訓練・生活支援資金融資」 
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求職者支援資金融資 

職業訓練受講給付金の支給決定を受けた方で、その給付金のみでは生活費等が不足する場

合、職業訓練を受けることを容易にするため、更なる支援として、労働金庫から融資を受けること

ができます。 

●貸付上限額【貸付利率 3.0%】

同居者がいる場合等▶10万円×受講予定訓練月数

それ以外の方（単身者等）▶5万円×受講予定訓練月数

お問い合わせ・申請窓口 

ハローワーク（公共職業安定所）
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児童扶養手当受給者に対し、母子・父子自立支援員が面接を行い、本人の生活状況、就業への意

欲、資格取得への取組等について状況を把握し、個々のケースに応じた自立支援プログラムを策定し

て、ハローワーク等と連携しながらきめ細かに自立、就労を支援します。 

対象者 

岩手県内にお住まいのひとり親で、就職や転職を希望している方。 

※配偶者の暴力により親と子で避難している事例等で、婚姻の実態は失われているが、やむを

得ない事情により離婚の届出を行っていない者等を含みます。

※直接、優先的に仕事を紹介するものではありません。

お問い合わせ・申請窓口 

〇市在住者▶お住まいの市福祉事務所 

〇町村在住者▶お住まいの町村役場福祉窓口 又は最寄りの広域振興局保健福祉環境部・

保健福祉環境センター 

母子・父子自立支援員とは？ 

 

母子・父子自立支援員は、母子家庭、父子家庭及び寡婦の福祉増進のため、

身上相談に応じ、その自立に必要な指導を行っています。 

〇相談内容 ①就職、生業、住宅等の生活上の問題に関する相談 

②生活費、教育費、医療費等経済上の問題に関する相談

③母子父子寡婦福祉資金の貸付相談

〇設置状況 市福祉事務所や県広域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境セ

ンターに 1～3人の母子・父子自立支援員が配置されています。

母子・父子自立支援 
プログラム策定事業 
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ひとり親家庭等が日常生活上抱えている諸問題について、弁護士による法律相談を行います。 

対象者 

〇母子家庭の母 

〇父子家庭の父 

〇寡婦 

※配偶者からの暴力等により家出をしている等、既に婚姻の実態は失われているが、離婚の届

出を行っていない方も含みます。

相談内容 

養育費、遺産相続、家庭紛争、交通事故補償、金銭消費賃借、生活保護、児童扶養手当、雇

用保険、年金、税金、医療費、住宅、土地の問題 等 

相談方法 

① 随時方式／対象者の希望する日時場所（要予約）で相談する方法（1回 30分程度）

② 指定方式／広域振興局等を会場として指定日に行う法律相談会において相談する方法

費用 

無料 

お問い合わせ・申請窓口 

（一社）岩手県母子寡婦福祉連合会 

019-654-9838

特別相談事業（法律相談） 
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DV（ドメスティック・バイオレンス）とは、「配偶者やパートナーからの暴力」のことで、様々な形態

の暴力を使い、一方が他方を支配することです。 

下記の窓口で DV についての相談対応を行っています。 

相談窓口 

〇配偶者暴力相談支援センター 

◆岩手県福祉総合相談センター

月～金   9:00～16:00      019-629-9610

夜間    17:45～21:40      019-652-4152

土日祝  9:00～21:40      019-652-4152

◆広域振興局保健福祉環境部（月～金 8:30～17:00）

※本局以外は保健福祉環境センターとなります。

  盛岡（本局） 019-629-6567

  県南（本局） 0197-22-2862

  花巻 0198-22-4921

  一関 0191-26-1415

  沿岸（本局） 0193-25-2713

  宮古  0193-64-2213

  大船渡  0192-27-9913

  県北（本局） 0194-53-4982

  二戸  0195-23-9217

◆岩手県男女共同参画センター

≪一般相談≫       019-606-1762

  水・木 10:00～17:00 

  金   13:00～19:00 

  土・日 12:00～15:00 

≪男性相談≫  ☎019-601-6891 

  毎週土曜日 １２:00～１５:00 

DV相談 
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◆もりおか女性センター

≪女性相談≫  019-604-3304

  月・火・金 10:00～17:00 

  水・木      10:00～20:00 

≪男性相談≫       019-604-3304 

月１回土曜日 10:00～12:00 

＊開催する日を電話等でご確認の上、ご予約ください。 

〇岩手県警察本部「安全相談」      #9110 

※各警察署でも相談を受け付けています。

  身の危険を感じたら……迷わず 110番 

〇岩手県復興防災部消防安全課 

「犯罪被害者等支援総合案内窓口」 

   月～金 9:00～17:00      019-629-6871

〇盛岡地方法務局「女性の人権ホットライン」 

  月～金 8:30～17:15      0570-070-810 
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ひとり親家庭等就業・自立支援センターでは、就業相談や養育費相談に応じているほか、就

職に有用な技能を修得する講習会を行っています。 

就業相談 

平日 9:00～16:00（第 2・4 月曜日は 9:00～17:00）専門の相談員が随時相談を受付。 

ひとり親家庭の家庭の状況や職業適性等に応じた就業相談を行っています。 

養育費相談 

平日 9:00～16:00（第 2・4 月曜日は 9:00～17:00）専門の相談員が随時相談を受付。 

生活の安定と児童の福祉の増進を図るため、養育費の取り決めなどに関しての相談を行ってい

ます。 

法律相談 

指定日に開催（センターホームページからご確認ください）。 

※指定法律相談日に都合がつかない方は、随時にてお受けいたしますので、ご遠慮なくご相談く

ださい。

生活に密着した法律問題や養育費の取り決めなどを解決するために、法律の専門家による特別

相談を行っています。（秘密厳守）

就業支援講習会 

就業に必要な知識や技能の習得を図るための講習会を行っています。 

お問い合わせ・申請窓口 

岩手県ひとり親家庭等就業・自立支援センター 

019-654-9838

✉iwate.bosikyo2@crest.ocn.ne.jp

ひとり親家庭等就業・ 
自立支援センター 
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★岩手県内の公証人役場一覧

公証役場 所在地 TEL

020-0022

盛岡市大通3-2-8　岩手金属工業会館3階

027-0052

宮古市宮町1-3-5　陸中ビル2階

021-0885

一関市田村町2-25

025-0075

花巻市花城町10-27　花巻商工会議所会館3階

一関 ☏0191-21-2986

花巻 ☏0198-23-2002

盛岡合同 ☏019-651-5828

宮古 ☏0193-63-4431

知っておくと便利！公正証書 

公正証書とは、法律の専門家である公証人が作成する公文書のことです。

養育費の金額、支払方法等を公正証書等で作成しておく相手方が養育費を

支払わない場合、訴訟を起こさなくても、不動産・動産・給料などの財産を

差し押さえる強制執行が可能になります。 

〇公正証書は離婚届前でも届出後でも可能。

〇費用は証書作成の手数料です。相談のみは無料です。

〇詳しくは公証人役場へお問い合わせください。 
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住所 電話番号

盛岡市三本柳8-1-3
ふれあいランド岩手内

☏019-637-4466

盛岡市若園町2-2
盛岡市総合福祉センター内

☏019-651-1000

宮古市小山田2-9-20
宮古市総合福祉センター内

☏0193-64-5050

大船渡市立根町字下欠125-12
大船渡市Y・Sセンター内

☏0192-27-0001

花巻市石神町364
花巻市総合福祉センター内

☏0198-24-7222

北上市常盤台2-1-63
北上市総合相談センター内

☏0197-64-1212

久慈市旭町7-127-3
久慈市総合福祉センター内

☏0194-53-3380

遠野市松崎町白岩字薬研淵1-3
市総合福祉センター内

☏0198-62-8459

一関市城内1-36
一関市総合福祉センター内

☏0191-23-6020

陸前高田市高田町字太田511 ☏0192-54-5151

釜石市大渡町3-15-26
釜石市保健福祉センター内

☏0193-24-2511

二戸市仁左平字横手2-3
あったかセンター内

☏0195-25-4959

八幡平市野駄19-50
市総合福祉センター内

☏0195-74-4400

奥州市水沢南町5-12
市総合福祉センター内

☏0197-25-6158

滝沢市中鵜飼47-1
市市民福祉センター内

☏019-684-1110

岩手郡雫石町千刈田82-2
雫石町総合福祉センター内

☏019-692-2230

岩手郡葛巻町葛巻17-44-9
葛巻町高齢者福祉センター内

☏0195-68-7161

岩手郡岩手町五日市10-51-1 ☏0195-62-3570

紫波郡紫波町二日町字古舘356-1
町総合福祉センター内

☏019-672-3258

紫波郡矢巾町南矢幅14-78
町保健福祉交流センター内

☏019-611-2840

和賀郡西和賀町沢内太田1-30 ☏0197-85-3225

胆沢郡金ケ崎町西根南羽沢43
福祉センター内

☏0197-44-6060

西磐井郡平泉町平泉字志羅山12-6 ☏0191-46-5077

花巻市社会福祉協議会

名称

岩手県社会福祉協議会

盛岡市社会福祉協議会

宮古市社会福祉協議会

大船渡市社会福祉協議会

葛巻町社会福祉協議会

北上市社会福祉協議会

久慈市社会福祉協議会

遠野市社会福祉協議会

一関市社会福祉協議会

陸前高田市社会福祉協議会

釜石市社会福祉協議会

二戸市社会福祉協議会

八幡平市社会福祉協議会

奥州市社会福祉協議会

滝沢市社会福祉協議会

雫石町社会福祉協議会

岩手町社会福祉協議会

紫波町社会福祉協議会

矢巾町社会福祉協議会

西和賀町社会福祉協議会

金ケ崎町社会福祉協議会

平泉町社会福祉協議会

関係機関一覧 
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住所 電話番号

気仙郡住田町世田米字川向96-5
住田町保健福祉センター内

☏0192-46-2300

上閉伊郡大槌町上町9-50 ☏0193-41-1511

下閉伊郡山田町山田第15地割82番地2 ☏0193-82-3841

下閉伊郡岩泉町岩泉字森の越4-14 ☏0194-22-3400

下閉伊郡田野畑村田野畑120-1
村保健センター内

☏0194-33-3025

下閉伊郡普代村第13地割字普代169-1
自然休養村管理センター内

☏0194-35-2100

九戸郡軽米町大字上舘1-78-1
軽米町老人福祉センター内

☏0195-46-2881

九戸郡野田村大字野田第17地割107番地
野田村保健センター内

☏0194-71-1414

九戸村大字伊保内7-39-4
九戸村総合福祉相談センター内

☏0195-41-1200

洋野町種市23-27-2
種市生活改善センター内

☏0194-65-5360

二戸郡一戸町一戸字砂森93-2
町総合保健福祉センター内

☏0195-33-3385

田野畑村社会福祉協議会

普代村社会福祉協議会

名称

住田町社会福祉協議会

大槌町社会福祉協議会

山田町社会福祉協議会

岩泉町社会福祉協議会

軽米町社会福祉協議会

野田村社会福祉協議会

九戸村社会福祉協議会

洋野町社会福祉協議会

一戸町社会福祉協議会

名称 住所 電話番号

盛岡 盛岡市紺屋町7-26 ☏019-651-8811

ハローワーク盛岡
マザーズコーナー

盛岡市菜園1-12-18
盛岡菜園センタービル2F

☏019-907-0203

沼宮内（出） 岩手郡岩手町大字沼宮内7-11-3 ☏0195-62-2139

釜石 釜石市新町6-55 ☏0193-23-8609

遠野（出） 遠野市新町2-7 ☏0198-62-2842

宮古　※ 宮古市小山田1-1-1　宮古合同庁舎 ☏0193-63-8609

花巻 花巻市材木町27-10 ☏0198-23-5118

一関　※ 一関市山目字前田13-3 ☏0191-23-4135

水沢　※ 奥州市水沢区東中通り1-5-35 ☏0197-24-8609

北上 北上市大曲町5-17 ☏0197-63-3314

大船渡
大船渡市大船渡町字赤沢17-3
大船渡合同庁舎

☏0192-27-4165

二戸
二戸市石切所字荷渡6-1
二戸合同庁舎

☏0195-23-3341

久慈 久慈市川崎町2-15 ☏0194-53-3374

※マザーズコーナー設置安定所
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市町村名 住所 電話番号

盛岡市 盛岡市内丸１２-２ ☎019-651-4111

宮古市 宮古市宮町１-１-３０ ☎0193-62-2111

大船渡市 大船渡市盛町字宇津野沢１５ ☎0192-27-3111

花巻市 花巻市花城町９-３０ ☎0198-24-2111

北上市 北上市芳町１-１ ☎0197-64-2111

久慈市 久慈市川崎町１-１ ☎0194-52-2111

遠野市 遠野市中央通り９-１ ☎0198-62-2111

一関市 一関市竹山町７-２ ☎0191-21-2111

陸前高田市 陸前高田市高田町字下和野１００ ☎0192-54-2111

釜石市 釜石市只越町３-９-１３ ☎0193-22-2111

二戸市 二戸市福岡字川又４７ ☎0195-23-3111

八幡平市 八幡平市野駄第21地割170番地 ☎0195-74-2111

奥州市 奥州市水沢大手町１-１ ☎0197-24-2111

滝沢市 滝沢市中鵜飼５５ ☎019-684-2111

雫石町 岩手郡雫石町千刈田５-１ ☎019-692-2111

葛巻町 岩手郡葛巻町葛巻第１６地割１-１ ☎0195-66-2111

岩手町 岩手郡岩手町大字五日市第１０地割４４ ☎0195-62-2111

紫波町 紫波郡紫波町紫波中央駅前二丁目３番地１ ☎019-672-2111

矢巾町 紫波郡矢巾町大字南矢幅第１３地割１２３ ☎019-697-2111

西和賀町 和賀郡西和賀町川尻４０-４０-７１ ☎0197-82-2111

金ケ崎町 胆沢郡金ケ崎町西根南町２２-１ ☎0197-42-2111

平泉町 西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５-２ ☎0191-46-2111

住田町 気仙郡住田町世田米字川向８８－１ ☎0192-46-2111

※福祉の窓口が別庁舎の場合もありますので、代表電話で確認願います。
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市町村名 電話番号

大槌町 ☎0193-42-2111

山田町 ☎0193-82-3111

岩泉町 ☎0194-22-2111

田野畑村 ☎0194-34-2111

普代村 ☎0194-35-2111

軽米町 ☎0195-46-2111

野田村 ☎0194-78-2111

九戸村 ☎0195-42-2111

洋野町 ☎0194-65-2111

一戸町 ☎0195-33-2111二戸郡一戸町高善寺字大川鉢２４-９

住所

上閉伊郡大槌町上町１-３

下閉伊郡山田町八幡町３-２０

下閉伊郡岩泉町岩泉字惣畑５９-５

下閉伊郡田野畑村田野畑１４３-１

下閉伊郡普代村第９地割字銅屋１３-２

九戸郡軽米町大字軽米１０-８５

九戸郡野田村大字野田第２０地割１４

九戸郡九戸村大字伊保内１０-１１-６

九戸郡洋野町種市２３-２７

管轄 名称 住所 電話番号
岩手県保健福祉部
子ども子育て支援室

盛岡市内丸10-1 ☏019-629-5456

盛岡市、八幡平市、滝沢市、
岩手郡、紫波郡

盛岡広域振興局
保健福祉環境部

盛岡市内丸11-1 ☏019-629-6565

奥州市、花巻市、北上市、
遠野市、一関市、西和賀町、

金ケ崎町、平泉町

県南広域振興局
保健福祉環境部

奥州市水沢大手町5-5 ☏0197-22-2862

花巻市、北上市、遠野市、
西和賀町

花巻保健福祉環境センター 花巻市花城町1-41 ☏0198-22-4921

一関市、平泉町 一関保健福祉環境センター 一関市竹山町7-5 ☏0191-26-1415

宮古市、大船渡市、陸前高田市、
釜石市、住田町、大槌町、
下閉伊郡（普代村除く）

沿岸広域振興局
保健福祉環境部

釜石市新町6-50 ☏0193-25-2702

宮古市、山田町、岩泉町、
田野畑村

宮古保健福祉環境センター 宮古市五月町1-20 ☏0193-64-2213

大船渡市、陸前高田市、
住田町

大船渡保健福祉環境センター 大船渡市猪川町字前田6-1☏0192-27-9913

久慈市、二戸市、普代村、
軽米町、野田村、九戸村、

洋野町、一戸町

県北広域振興局
保健福祉環境部

久慈市八日町1-1 ☏0194-53-4982

二戸市、軽米町、九戸村、
一戸町

二戸保健福祉環境センター 二戸市石切所字荷渡6-3 ☏0195-23-9202

※事業内容によって管轄地域が異なります。
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